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る. (21 吋c使用量 ：単位時間当り， フローセン
35.0mg，エーテ I~36.7mg，ベントレン閉鎖18.8mg. GOP 
50.4四1g. 131 覚醒時間・ 7ローセン 1.0時間p エーテ




























































































































































































漸増したがp N. P. N.のj斬増傾向と， 症状の改善な
し 14日目に心不全で死亡した. g~J険て，急性梓炎，
ネフローゼボ認められたが腹膜炎， il,)':y孔，腹腔内の
出血等の所見は認められなかった．
12. 字L児期先天性筋性斜頚の治療成績
岐大医学部整形外科
太田吾郎・丹羽昭右
昭和31年 1月から昭和36年12月迄の 6年間に外来を
訪れた，乳児期先天性筋性斜頚 170例につき統計的考
察を行ない，その中調査しえた67例の治療成績を報告
しF 約2年K,67例中の22例を再調査し治癒状況を検
討した．非観血的治療を行なったものでP 腫癌の大き
さが，示指頭大以上のものでは，的収lb運動制限の
消失しにく L、I，のが多いがp 小指頭大おま筋肥大のみ
のものでは，保存的治療で殆ど治癒、し予1査は側めてi’4
好であった． 2年後再調査の結果では，保存的治療の
みを行なったものより，観1fr1的治療を行なったものの
)1が，成績が良くなっているのでF 保存的治療の期待
出来ないものには観血的治療を行うべきだと汚えらi
, 
’0. 
